
★
平
成
29
年
度
当
初
予
算
編
成
に
つ

い
て

①
町
民
と
の
連
携
や
協
働
を
具
体
的

に
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

　

未
来
希
望
基
金
事
業
や
、
各
種
審

議
会
等
への
委
員
と
し
て
の
参
加
、
愛

育
委
員
会
・
栄
養
委
員
会
等
の
委
員

と
し
て
活
動
、
体
育
協
会
・
文
化
協

会
の
活
動
な
ど
幅
広
い
分
野
で
進
め
、

今
後
も
こ
の
形
を
広
め
な
が
ら
取
り

組
み
ま
す
。

②
旧
町
村
単
位
で
整
備
さ
れ
た
公
共

施
設
等
の
扱
い
を
、
ど
の
よ
う
な
プ

ロ
セ
ス
で
進
め
て
い
く
の
か
。

　

現
在
策
定
中
の
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
で
基
本
方
針
を
定
め
、
施

設
の
利
用
状
況
や
老
朽
化
の
状
況
、

維
持
管
理
コ
ス
ト
を
総
合
的
に
判
断

し
、
施
設
の
複
合
化
や
集
約
化
、
廃

止
等
を
行
い
総
量
の
適
正
化
を
進
め

ま
す
。

③
対
前
年
度
比
で
商
工
費
は
68
・

6
％
増
の
た
め
、
重
点
施
策
を
「
商

工
業
の
振
興
」
に
変
え
た
方
が
良
い

の
で
は
。

　

施
策
は
必
ず
し
も
前
年
度
に
比
べ

て
予
算
額
が
増
額
に
な
る
と
い
う
も
の

で
は
な
く
、
増
減
だ
け
で
判
断
は
で

き
な
い
も
の
で
す
。

④
町
民
に
「
第
2
次
総
合
計
画
」
の

各
目
標
値
の
公
表
を
な
ぜ
し
な
い
の
か
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
各
振
興
セ
ン
タ
ー

等
に
総
合
計
画
の
冊
子
を
置
い
て
閲

覧
で
き
ま
す
。

⑤
人
口
減
少
問
題
の
克
服
と
し
て
定

住
促
進
事
業
を
進
め
る
と
あ
る
が
、

移
住
に
魅
力
を
感
じ
る
環
境
づ
く
り
は
。

　

総
合
的
な
政
策
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
実

施
し
て
い
く
こ
と
か
と
考
え
ま
す
。

⑥
今
後
町
内
に
設
置
す
る
中
性
子
医

療
関
連
拠
点
の
内
容
に
つ
い
て
の
町
民

説
明
は
い
つ
行
う
か
。

　

現
在
、
構
想
の
内
容
を
岡
山
大
学

や
機
構
を
交
え
協
議
を
進
め
て
い
る

段
階
で
す
。

　

内
容
が
具
体
化
し
、
町
民
の
皆
様

方
に
お
知
ら
せ
が
出
来
る
と
判
断
し

た
場
合
、
周
知
し
ま
す
。

⑦
地
域
情
報
通
信
施
設
整
備
事
業
で
、

発
信
の
工
夫
が
必
要
と
思
う
が
。

　　

平
成
27
年
４
月
か
ら
、
指
定
管
理

者
で
あ
る
鏡
野
光
サ
ー
ビ
ス
の
運
営
に

な
り
、
こ
れ
ま
で
に
人
気
ド
ラ
マ
の
放

送
、
史
跡
・
文
化
財
な
ど
を
テ
ー
マ

に
し
た
番
組
、
子
ど
も
や
長
寿
を
テ
ー

マ
に
し
た
番
組
な
ど
を
放
送
し
て
い
ま

す
。

　

番
組
審
議
会
な
ど
の
意
見
を
参
考

に
番
組
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

後
も
親
し
ん
で
も
ら
え
る
番
組
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

⑧
か
が
み
の
園
の
入
園
者
は
、
や
す

ら
ぎ
を
持
っ
て
生
き
生
き
暮
ら
せ
る

体
制
に
な
っ
て
い
る
か
。

　

昨
年
４
月
に
改
正
さ
れ
た
緊
急
時

対
応
マ
ニュ
ア
ル
の
一
部
の
記
載
も
れ

は
修
正
さ
れ
て
い
て
、
実
際
の
対
応
は

行
って
い
ま
す
。

　

入
所
者
に
と
っ
て
は
園
が
家
庭
で
あ

り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
職
員

は
入
所
者
に
接
し
て
い
ま
す
。

⑨
衛
生
費
で
町
独
自
の
資
源
ご
み
集

団
回
収
事
業
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の

回
収
を
行
っ
て
い
な
い
が
、今
後
追
加
は
。

　

業
者
が
指
定
さ
れ
て
い
た
り
、
処

理
す
る
た
め
の
費
用
負
担
が
必
要
に

な
り
、
び
ん
、
缶
、
紙
類
な
ど
の
集

団
回
収
と
同
じ
扱
い
が
で
き
な
い
状

況
で
す
。
今
後
の
状
況
を
み
て
判
断

し
ま
す
。

⑩
農
林
水
産
業
費
で
中
山
間
地
域
の

立
地
条
件
を
活
か
し
た
収
益
性
の
高

い
農
産
物
の
導
入
と
は
。

　

具
体
的
に
は
、
町
で
力
を
入
れ
て

い
る
、
ト
マ
ト
類
、
ア
ス
パ
ラ
な
ど
の

野
菜
や
ぶ
ど
う
、
奥
津
、
上
齋
原
地

域
の
花
き
な
ど
で
す
。

⑪
農
業
の
６
次
化
や
農
林
水
産
業
の

文
化
や
環
境
を
活
か
し
体
験
や
滞
在

も
可
能
な
仕
組
み
も
必
要
で
は
な
い
か
。

　

町
に
は
直
売
施
設
の
「
道
の
駅　

奥

津
温
泉
」、「
夢
広
場
」、「
奥
津
湖
総

合
案
内
所
」
な
ど
が
あ
り
、
様
々
な

町
の
特
産
品
や
農
林
水
産
物
が
購
入

で
き
ま
す
。
今
後
も
林
産
物
の
「
原

木
な
め
こ
」
や
「
き
く
ら
げ
」
の
生
産

を
計
画
中
で
す
。

　

着
地
型
観
光
と
し
て
、
今
後
も
町

内
の
民
間
事
業
者
な
ど
と
協
力
し
、

農
林
水
産
物
の
作
業
体
験
や
収
穫
を

含
め
た
観
光
ツ
ア
ー
を
計
画
し
ま
す
。

⑫
ジ
ビ
エ
加
工
処
理
施
設
の
設
置
と

民
間
事
業
者
と
の
連
携
に
よ
る
運
営

を
提
案
し
ま
す
。

　
　
　

　

関
係
者
と
協
議
を
行
い
、県
に
対
し
、

再
三
設
置
を
要
望
す
る
も
実
現
し
て

い
ま
せ
ん
。
今
後
も
県
に
要
望
を
継

続
し
、
様
々
な
方
法
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

⑬
木
材
の
６
次
化
が
で
き
る
施
設
が

必
要
で
、
現
在
あ
る
企
業
と
も
連
携

し
木
材
に
高
付
加
価
値
を
付
け
る
施

策
を
求
め
ま
す
。

　
　
　

　

今
後
の
森
林
施
策
は
「
鏡
野
町
森

林
づ
く
り
協
議
会
」
で
協
議
を
お
願

い
し
て
い
る
状
況
で
、
森
林
循
環
シ
ス

テ
ム
の
構
築
も
言
及
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
い
年
月
を
経
て
、
育
て
培
わ
れ

て
き
た
町
の
森
林
文
化
を
守
る
だ
け

で
は
な
く
、
将
来
に
向
け
て
発
展
さ

せ
る
に
は
、
多
く
の
方
々
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
、
十
分
に
検
証
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑭
総
合
戦
略
で
は
「
か
が
み
の
大
学
」

創
設
ま
で
考
え
て
い
た
の
に
、
商
工

費
に
起
業
セ
ミ
ナ
ー
の
予
算
が
な
い
の

は
な
ぜ
か
。

　　

町
が
「
セ
ミ
ナ
ー
」
と
し
て
実
施

す
る
場
合
、
会
場
を
町
商
工
会
、
講

師
を
日
本
政
策
金
融
公
庫
等
へ
依
頼

す
る
こ
と
で
、
費
用
は
発
生
し
ま
せ
ん
。

　

個
別
懇
談
会
と
し
て
実
施
し
た
方

が
、
よ
り
相
談
者
へ
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
と
い
う
助
言
か
ら
も
、
今
年
度
も

個
別
相
談
会
の
実
施
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

⑮
全
町
防
災
訓
練
は
し
な
い
の
か
。

　

町
は
多
様
な
地
勢
が
存
在
す
る
た

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
理
的
条
件
で
発

生
す
る
災
害
も
異
な
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
ま
す
。　

　

自
主
防
災
組
織
を
中
心
と
し
て
地

区
の
実
情
に
応
じ
た
、
よ
り
実
践
的

な
避
難
訓
練
等
を
実
施
し
、
総
合
的

な
防
災
訓
練
の
実
施
に
取
り
組
め
る

よ
う
努
め
ま
す
。

★
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

①
カ
ー
ド
作
成
者
の
割
合
は
。

　

平
成
29
年
１
月
末
現
在
の
交
付
者

数
は
9
4
8
名
で
、
人
口
に
占
め
る

割
合
は
６
・
９
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

②
導
入
費
用
と
毎
年
経
費
は
。

　

平
成
26
年
度
か
ら
３
年
間
で
4
，

4
0
1
万
２
千
円
、
毎
年
の
経
費
は
、

今
年
度
各
業
務
の
シ
ス
テ
ム
改
修
等
は

概
ね
終
了
し
、
総
合
運
用
テ
ス
ト
負

担
金
の
ほ
か
経
常
的
経
費
の
み
で
す
。

③
取
り
扱
い
は
個
人
の
意
思
の
尊
重

が
徹
底
さ
れ
て
い
る
か
。

　

法
律
や
施
行
令
等
に
基
づ
き
適
正

に
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

★
高
校
生
等
通
学
助
成
事
業
の
対
象

人
数
と
助
成
の
拡
充
を

　

今
年
度
時
点
で
15
㎞
以
上
30
㎞
未

満
の
生
徒
が
45
人
、
30
㎞
以
上
の
生

徒
が
40
人
で
す
。

　

最
初
に
こ
の
助
成
金
の
支
給
要
綱

が
作
ら
れ
た
の
は
、
合
併
以
前
の
上

齋
原
村
で
、
少
し
で
も
経
済
援
助
を

行
う
こ
と
で
、
地
元
に
留
ま
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

趣
旨
か
ら
も
現
在
の
ま
ま
維
持
し

て
い
く
こ
と
が
最
善
と
考
え
ま
す
。

★
病
児
保
育
に
つ
い
て

①
受
け
入
れ
体
制
や
利
用
状
況
は
。

　

看
護
師
１
名
と
保
育
士
と
准
看
護

師
の
資
格
者
１
名
の
計
２
名
の
交
代
で

保
育
を
担
当
し
て
い
ま
す
。　
　

　

平
成
26
年
度
で
1
0
7
名
、
27
年

度
で
1
9
2
名
、
本
年
度
１
月
末
現

在
で
1
0
2
名
を
お
預
か
り
し
て
い

ま
す
。

②
受
け
入
れ
時
間
を
早
く
で
き
な

い
か
。

　

担
当
職
員
が
出
勤
次
第
に
預
か
り
、

18
時
ま
で
の
延
長
も
行
い
、
今
後
も

開
始
時
間
は
８
時
30
分
と
し
ま
す
。

も

り
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